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ノクセラ ー TOT-Nについて(21)

[CR 配合] (5) 

先に 1.2)' 硫黄変性クロロプレンゴム(CR)に加硫促進

剤を配合した場合 のスコ ー チ防止効果， 加硫ゴム物性およ

び圧縮永久ひずみについて紹介した． 今回は， 熱老化後の

加硫ゴム物性について紹介 する ．

図lから3 に熱老化後の加硫ゴム物性の変化率および変

化を示す. TOT-N およびTBZTDは， 熱老化後の物性に影

響しないことが認められる. DM, TS およびTTは， 熱老

化後の変化がブランクより小さいことから， 耐熱性が向上

していると考えられる ．

硫黄変性CR に各加硫促進剤を添加した結果をまとめる

と， スコ ー チ防止効果は， DM, TOT-N, TBZTD で効果

が認められた チウラム系加硫促進剤で原料のアミンのア

ルキル基が短いTT, TSは， スコ ー チが速くなった．

加硫ゴム物性への影響は， DM で架橋密度が低下し圧縮

永久ひずみが悪くなる. TOT-Nは加硫ゴム物性にほとん

ど影響 がない．

実験

1. 配合

CR ※ 100, 酸化亜鉛5, SRF 40, 酸化マグネシウム4,

ステアリン酸0.5, サンノック2, 試料 1.0
※

硫黄変性タイプ

2. 試験項目

(1)引張試験

(2)硬さ試験；デュロメ ー タ ー ， タイプA.

(3)熱老化試験；ギャ ー オ ー ブン， 120℃

試験片の加硫条件； 170℃, 10分． プレス加硫
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくもので ありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません ．
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図2 熱老化時間と Eb変化率
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図l 熱老化時間とTb変化率
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図3 熱老化時間とHA の変化
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